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附表� 当該授業の指導案�

�

�� 粉塵を正しく知るＳＴＥＡＭ授業の過程案� ��

主題 

生活の中の粉塵を知るようにして，

快適な環境のために努力する点を

知るようにする。 

日時 2017.12.11.（月） 授業者 

教師 

�・�� 

関連教科 実科，数学，美術 対象 ６学年１組 17名 

成就基準 

［６実 03-04］快適な生活空間の管理の必要性を環境と関連して理解して，正しい管理方法を

計画して実践する。 

［６数 05-02］実生活の資料をグラフで示して，それを活用することができる。 

［６美 02-03］多様な資料を活用して，アイデアと関連させて表現の内容を具体化することが

できる。 

学習目標 生活の中の粉塵を知るようにして，快適な環境のために努力する点を知るようにする。 

 

学生の学習・支援活動 学習戦略および留意点�，資料☆

◎動機の誘発 

・私たちの学校の粉塵の電光掲示板と測定器の写真を案内する。 

・本時の学習目標を確認する。 

 

 

 

�

�粉塵通知アプリ「���	�
」の設置・・・口述評価 

・タブレットＰＣに粉塵通知アプリ「���	�
」を設定する。 

評価＆フィードバック 

 

 

 

 

 

�

�粉塵の濃度をグラフで示す・・・相互評価 

・我が校の月平均の粉塵濃度を折れ線グラフで示す。 

・ソウル市の月平均の粉塵濃度を折れ線グラフで示す。 

評価＆フィードバック 

 

 

 

 

�

�写真資料�

 

 

 

 

 

 

 

�個人用スマホまたはタブレット

ＰＣ�

�動機の誘発と連携して案内す�

る。�

 

 

 

 

����	�
アプリの粉塵のデータ，

学習紙，サインペン 

∠学習者の水準により学習の進度

の状況を調節する。 

 

 

 

 

 

生活の中の粉塵を知るようにして，快適な環境のため

に努力する点を知るようにする。 

評価内容（方法）：個人別の発表活動，方法（口述） 

フィードバック：多様な内容が発表されるように教 

師はヒントを与えたり，落ち着いた発表の雰囲気を 

誘導したりする。 

評価内容（方法）：班別の発表活動，班別の協力活動 

フィードバック：ペアの活動で互いのグラフについ 

て見てみるようにする雰囲気を組成する。 



�粉塵の標語を書く・・・相互評価 

・例示の作品を見て，粉塵の標語を書く。 

評価＆フィードバック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�整理する�

・本時での学習について振り返ってみる。 

�８切りの紙，マジックまたは色

鉛筆�

�個人の個性に合わせて自由に表

現することができるように奨励

する。�

�粉塵の標語を次々に読み，粉塵

に対する決意や意思を表現す

る。 

�粉塵について関心をもち，解決

� 策についてともに深く考えてみ

る。 

 

 

授業と連携した過程評価の計画 

成就基準 

［６実 03-04］快適な生活空間の管理の必要性を環境と関連して理解して，正しい

管理方法を計画して実践する。 

［６数 05-02］実生活の資料をグラフで示して，それを活用することができる。 

［６美 02-03］多様な資料を活用して，アイデアと関連させて表現の内容を具体化

� � � � � � することができる。 

評価規準 

（定義的＋認知的） 

粉塵について関心をもち，正しい常識をもっているか？ 

評価問題 粉塵の危険性と予防法を話してみよ。 

 

成就基準 

評価方法 

上 中 下 

粉塵について関心をもち，

正しい常識をもっている。 

粉塵について関心をもっ

ているが，正しい常識は不

備である。 

粉塵について関心が不足

して，正しい常識は不備で

ある。 

口述評価 

相互評価 

 

 

評価内容（方法）：班別の協力活動 

フィードバック：すべての活動をとおして相互評価が

円滑に行われるように，教師はヒントを与えたりすべ

ての活動を督励したりする。 


